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R3.10をもって地形調査は終了したが、工事側にて浚渫箇所の断面を測定しており、最終時点の令和4年5月20日（赤ラ
イン）では、A-A’で若干の埋め戻りと、B-B’での埋め戻りを確認した。
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■環境モニタリング調査結果（浚渫後の地形の戻り具合①）



0%

20%

40%

60%

80%

100%

H28.11 H29.6 H29.10 H30.6 H30.10 R1.6 R1.10 R2.6 R2.10 R3.6 R3.10 R4.6 H28.11 H29.6 H29.10 H30.6 H30.10 R1.6 R1.10 R2.6 R2.10 R3.6 R3.10 R4.6

BD-3 BD-4

粘土分

ｼﾙﾄ分

細砂分

中砂分

粗砂分

細礫分

中礫分

粗礫分

粒
度

組
成

(
%
)

令和4年度 第15回検討会 参考資料 43
ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

浚渫箇所での底質の変化について、BD-3と4周辺は令和元年の渇水期をもって浚渫関係は終了し、地形も窪地から元のフ
ラットの状態に戻っている。底質については、工事前は泥分が多く、浚渫によって砂質が増えたことが確認されたが、工
事中及び工事後も泥分が増えたことを確認した。ただし、BD-3周辺については、R4.6時点で砂質が多く確認された。
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• 浚渫完了後、地形は元に戻り、底質も泥分が多く確認された。• 浚渫完了後、地形は元に戻ったことを確認した。
• ※R4.6調査では砂分が増加している。
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■環境モニタリング調査結果（底生生物・底質調査）


